
遅延損害金　請求された（２０２５年４月９日掲載）

年３％の支払い必要に　

【質問】

　以前、友人から１００万円を借りました。半年後に利息なしで返す約束をしてい

ましたが、返したのは約束の期日から１年後でした。友人は、「約束の期日を過ぎ

ているので、その分多めに支払ってほしい」と言ってきました。利息なしという約

束だったのに多めに支払わなければいけないのでしょうか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　

　結論から申し上げますと、あなたはご友人に３万円程度多く支払わなければなら

ないと考えます。このお金は、利息ではなく、遅延損害金という名称のお金です。

　利息と遅延損害金の違いはいろいろありますが、本件の解決に必要な範囲でご説

明します。

　利息は、お金を借りた日から返済日までに発生し、貸主と借り主の間で年○％の

利息を付す旨の合意をしなければ発生しません。本件において、あなたとご友人は、

「利息はなし」と合意していますので、利息は発生しません。そのため、ご友人は

あなたに利息を請求することができません。

　遅延損害金は、返済日の翌日から実際の返済までに発生します。遅延損害金は、

貸主と借り主の間で合意をしなかった場合でも発生します。合意をした場合に発生

する遅延損害金の利率を「約定利率」、合意のない場合に発生する遅延損害金の利

率を「法定利率」といいます。法定利率は、現行の法律では年３％（民法４０４条

２項）と定められています。本件において、あなたは、本来の約束の期日から１年

ほど遅れて返済したとのことですので、３万円程度（１００万円の３％）の遅延損

害金が発生すると考えられます。

　正確な遅延損害金の計算方法などは、一度、弁護士等の専門家に相談されること

をお勧めします。　

（弁護士　廣谷有香）

　


